
第49号 越 中 一 宮

12

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

　
　発
行
所

　越
中
一
宮

　髙
瀬
神
社
社
務
所

編
集
人

　長
谷
川
宏
幸

　
　印
刷
所

　牧
印
刷
株
式
会
社第49号

撮影：南部スタジオ
平成 28 年 4月1日

玉砂利を踏みしめ進む ～参進の儀～
たまじゃり

只 今 
秋・冬の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

高瀬神社 検索

おもてなしバンケットホール

境内には清浄さを保つため、きれいな石「玉砂利」が
敷きつめられています。
清浄な石を踏みしめ進むことによって、身を清め、
心を鎮めて気持ちを整えながら参進します。

巫女の先導による～参進の儀～

お二人の幸せにむかって、参進から結婚式がはじまります。

一日一組限定の
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い
つ
の
間
に
か
冬
か
ら
春
へ
と

季
節
が
変
わ
り
ま
し
た
。
「
暖
冬

だ
」「
冷
夏
だ
」
と
人
間
の
騒
ぎ

に
関
係
な
く
四
季
は
移
り
ゆ
き
ま

す
。
今
年
も
ま
た
新
た
な
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
四
月
か
ら
孫
が
新
社
会
人

に
な
り
ま
し
た
。
先
月
、
就
職
先

の
新
入
社
員
研
修
が
あ
り
、
張
り

き
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
入
社
員
、
新
入
生
、
新
年

度
、
新
学
期
な
ど
、
こ
の
「
新
し

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
力

が
籠
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
新
入

生
や
新
入
社
員
は
一
様
に
希
望
に

満
ち
溢
れ
て
、
力
が
み
な
ぎ
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
し
、
進
級

し
た
子
供
た
ち
も
毎
年
同
じ
よ
う

に
や
っ
て
来
る
新
学
期
で
あ
っ
て

も
、
あ
ら
た
め
て
頑
張
る
ぞ
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
あ
さ
が
来
た
』
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
白
岡
あ
さ
は
、

当
時
の
日
本
国
内
で
次
々
と
新
し

い
事
業
を
立
ち
上
げ
、
時
代
を

リ
ー
ド
し
た
女
性
で
し
た
。
持
ち

前
の
好
奇
心
旺
盛
な
性
格
と
、
や

は
り
「
新
し
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
力
を
も
ら
っ
て
数
々
の
成
功

を
収
め
た
方
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
平
成
二
十
五
年
に
行
わ
れ
た
伊

勢
の
神
宮
の
第
六
十
二
回
神
宮
式

年
遷
宮
は
神
様
の
お
住
ま
い
で
あ

る
御
正
宮
（
本
殿
）
を
は
じ
め
御

装
束
・
御
神
宝
な
ど
す
べ
て
の
も

の
を
新
し
く
し
て
、
神
様
の
力
を

再
生
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
御
祭

儀
で
し
た
。
こ
こ
に
も
「
新
し

い
」
に
籠
る
特
別
な
力
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
季
節
は
毎
年
繰
り

返
し
ま
す
が
、
特
に
春
は
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
目
に
す
る
何

も
か
も
が
初
々
し
く
、
力
強
く
、

希
望
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
映
り

ま
す
。
年
寄
り
の
私
で
さ
え
、
こ

の
時
期
は
、
あ
れ
も
し
よ
う
こ
れ

も
し
よ
う
と
思
い
が
募
り
ま
す
。

毎
年
廻
り
く
る
同
じ
季
節
な
の
に

新
し
い
と
い
う
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　
厳
し
い
冬
か
ら
暖
か
な
春
に
移

ろ
う
ゆ
え
に
春
は
一
段
と
喜
び
が

大
き
い
の
で
し
ょ
う
が
、
次
々
と

新
た
に
や
っ
て
来
る
季
節
に
次
々

と
や
り
た
い
こ
と
、
し
た
い
こ
と

な
ど
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
何

か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
と
迷
っ
て

い
る
う
ち
に
そ
の
季
節
が
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
い
、
来
年
に
持
ち
越

し
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る

よ
う
で
す
。

　
「
初
志
貫
徹
」＝
初
め
に
心
に

決
め
た
志
を
最
後
ま
で
貫
き
通
す

こ
と
で
す
。
新
し
い
季
節
を
迎
え

て
、
あ
れ
こ
れ
実
行
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
う
ち
に
日
々
の
雑
事
に

紛
れ
、
初
々
し
い
希
望
に
満
ち
溢

れ
た
気
持
ち
が
日
を
追
う
ご
と
に

薄
れ
て
し
ま
い
、
つ
い
に
は
実
現

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　
気
持
ち
が
萎
え
る
と
良
い
こ
と

は
起
こ
ら
ず
、
様
々
な
煩
わ
し
い

こ
と
が
寄
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

こ
の
様
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
新
た
に
廻
り
来
た
季
節
か

ら
そ
の
都
度
新
し
い
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
、
気
持
ち
を
常
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
春
は
次
々
に
咲
く
花
々
、
夏

は
深
ま
る
緑
や
眩
し
い
太
陽
、
秋

は
次
々
に
出
て
く
る
美
味
し
い
食

べ
物
、
冬
は
朝
日
に
輝
く
新
雪
の

美
し
い
風
景
な
ど
、
大
神
様
に
い

た
だ
い
た
森
羅
万
象
、
世
の
中
に

無
駄
な
も
の
は
な
く
、
気
持
ち
を

生
き
返
ら
せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
で
す
。

　
春
本
番
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、『
新
』
と
付
く
も
の
全
て
か

ら
力
を
も
ら
い
、
更
に
あ
ち
こ
ち

に
目
を
配
っ
て
、
人
や
自
然
、
社

会
の
中
で
の
出
来
事
が
何
か
と
示

唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
こ
れ
を
力
に
変
え
て
元

気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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　「
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
」
に
お
け
る
月
讀
宮
以
下
十
二
別

宮
の
「
遷
宮
祭
」
完
遂
を
受
け
て
、
此
度
、
全
国
の
神
社
に
「
御
装

束
神
宝
」
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。
当
神
社
に
お
い
て
も
四
点
下
附
賜

り
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
、
神
宮
司
廳
に
て
執
り
行
わ

れ
た
「
下
附
式
」
に
宮
司
と
責
任
役
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
十
二
月
二

十
八
日
午
前
九
時
よ
り
御
本
殿

に
お
い
て
「
神
宮
撤
下
御
装
束

神
宝
下
附
奉
告
祭
」
を
斎
行

し
、
神
宮
よ
り
下
附
さ
れ
た
旨

を
御
神
前
に
奉
告
し
ま
し
た
。

　
下
附
さ
れ
た
「
御
装
束
神

宝
」
は
、
宝
物
殿
に
収
蔵
し
大

切
に
保
管
し
ま
す
。
現
在
、
宝

物
殿
展
示
品
の
整
理
作
業
を
進

め
て
お
り
、
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
公
開
す
る
予
定
で
す
。
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　壱 

張

社
頭
講
話

「
新
し
い
と
い
う
こ
と
」

宮

　司  

藤
井
秀
弘

神
宮
撤
下
御
装
束
神
宝
下
附
奉
告
祭

一
、
撤
下
御
装
束
神
宝

　
　四
点

　
　皇
大
神
宮
御
神
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　革
御
靱

　
　
　
　壱
腰

　
　皇
大
神
宮
別
宮

　伊
佐
奈
岐
宮
御
装
束

　御
櫛
笥

　
　
　
　壱
合

　
　皇
大
神
宮
別
宮

　瀧
原
宮
御
神
宝

　
　
　銅
黒
造
御
太
刀

　壱
柄

　
　皇
大
神
宮
別
宮

　瀧
原
竝
宮
御
神
宝

　
　梓
御
弓

　
　
　
　壱
張

　「
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
」
に
お
け
る
月
讀
宮
以
下
十
二
別

宮
の
「
遷
宮
祭
」
完
遂
を
受
け
て
、
此
度
、
全
国
の
神
社
に
「
御
装

束
神
宝
」
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。
当
神
社
に
お
い
て
も
四
点
下
附
賜

り
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
、
神
宮
司
廳
に
て
執
り
行
わ

れ
た
「
下
附
式
」
に
宮
司
と
責
任
役
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
十
二
月
二

十
八
日
午
前
九
時
よ
り
御
本
殿

に
お
い
て
「
神
宮
撤
下
御
装
束

神
宝
下
附
奉
告
祭
」
を
斎
行

し
、
神
宮
よ
り
下
附
さ
れ
た
旨

を
御
神
前
に
奉
告
し
ま
し
た
。

　
下
附
さ
れ
た
「
御
装
束
神

宝
」
は
、
宝
物
殿
に
収
蔵
し
大

切
に
保
管
し
ま
す
。
現
在
、
宝

物
殿
展
示
品
の
整
理
作
業
を
進

め
て
お
り
、
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
公
開
す
る
予
定
で
す
。
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三
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
「
鎮
火

祭
」
を
斎
行
し
、
氏
子
・
地
元
消
防
関

係
者
約
二
十
名
が
火
の
恵
み
に
感
謝

し
、一
年
の
無
火
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
御
本
殿
で
の
祭
典
の
後
、
鳥
居
前

に
て
「
鎮
火
行
事
」
を
行
い
ま
し

た
。
「
心
悪
し
き
子
の
心
荒
び
し
時

は
、
水
神
、
匏
、
埴
山
姫
、
川
菜
を

持
ち
て
鎮
め
奉
れ
」
と
の
故
事
に
基

づ
き
、
権
宮
司
と
南
砺
市
消
防
団
井

波
方
面
団
高
瀬
分
団
・
岩
倉
清
孝
分

団
長
が
瓢
の
「
水
」
を
か
け
、
続
い

て
笠
田
武
司
副
分
団
長
が
「
川
菜
」

を
、
次
に
森
田
松
司
班
長
が
「
土

（
砂
）
」
を
か
ぶ
せ
消
火
し
、
行
事

を
終
え
ま
し
た
。

　
暖
冬
と
な
っ
た
今
年
は
三
が
日
全
て
晴
天
に
恵
ま
れ
、
氏
子
の
田
邉

良
三
さ
ん
（
大
正
十
四
年
生
）
は
「
雪
の
降
ら
な
い
お
正
月
は
生
ま
れ

て
初
め
て
だ
」
と
、
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
雪
の
な
い
境
内
に
は
、

富
山
県
内
を
は
じ
め
石
川
県
や
岐
阜
県
か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
、
三
が
日
は
約
二
十
万
人
の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
南
砺
警
察
署
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
事

故
も
な
く
初
詣
期
間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
七
十
七
名
の
奉
仕
巫
女
さ
ん
た
ち
は
、
清
々
し
い
笑
顔
で
参
拝
者
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

笙
脇
に
置
き
て
楽
人
暖
炉
に
手
　
　
　
　
梅
島
く
に
を

ふ
く
ら
め
る
花
の
封
筒
初
便
り
　
　
　
　
森
田
　
桂
子

結
界
に
阿
吽
の
獅
子
や
淑
気
満
つ
　
　
　
今
井
　
淳
良

拝
殿
の
風
に
撫
で
ら
れ
冬
ぬ
く
し
　
　
　
田
上
眞
知
子

立
山
の
雲
朱
に
染
め
て
初
日
の
出
　
　
　
中
川
　
英
堂

早
暁
の
一
村
つ
つ
む
冬
霞
　
　
　
　
　
　
有
川
　
　
寛

挨
拶
の
他
人
め
く
な
り
屠
蘇
の
膳
　
　
　
直
井
　
春
枝

人
波
に
雅
楽
髙
ま
る
初
詣
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
春
子

舞
初
や
鶴
の
羽
博
く
所
作
あ
り
て
　
　
　
武
田
東
洋
子

前
向
き
に
生
き
ん
八
十
路
の
去
年
今
年
　
窪
田
　
悦
子

佳
き
こ
と
を
書
き
綴
り
た
し
初
日
記
　
　
五
十
嵐
千
恵
子

彫
初
の
鑿
七
十
本
塵
も
な
し
　
　
　
　
　
藤
澤
　
佐
世

初
夢
の
母
懐
か
し
く
一
句
詠
む
　
　
　
　
長
井
美
智
子

流
れ
行
く
雲
の
彼
方
を
恵
方
と
す
　
　
　
宇
野
　
恭
子

初
句
会
床
に
ゆ
か
し
き
神
鼓
あ
り
　
　
　
長
谷
　
登
世

今
年
ま
た
三
年
日
記
求
め
け
り
　
　
　
　
大
浦
　
昌
美

ひ
ら
き
初
む
臘
梅
の
香
の
た
だ
よ
え
る
　
澤
田
　
敦
子

初
御
籤
に
や
り
と
笑
ふ
髙
校
生
　
　
　
　
名
村
　
五
月

う
す
紅
を
さ
し
て
傘
寿
や
初
詣
　
　
　
　
波
多
　
昌
子

献
灯
の
並
ぶ
神
苑
淑
気
満
つ
　
　
　
　
　
岸
沢
　
渓
泉

三
日
早
や
句
会
に
参
ず
粛
と
し
て
　
　
　
尾
崎
　
悦
子

　
一
月
三
日
、
福
野
糸
瓜
句
会
（
梅
島
く
に
を
会
長
）
の
「
初
詣
句
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ふ
く
の
　
へ
ち
ま
　 

く
か
い

節

分

祭

紀
元
節
祭

祈
年
祭
（
大
祭
）

鎮

火

祭

平
成
二
十
八
年 

初 

詣

初
詣
句
会

　
二
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
「
節
分

祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、

こ
の
時
期
は
「
節
分
寒
波
」
に
見
舞

わ
れ
ま
す
が
、
本
年
は
「
立
春
」
ら

し
い
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
、
積
雪

の
無
い
「
節
分
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
祝
詞
奏
上
、
神
楽
「
剣

の
舞
」
の
奉
奏
に
続
い
て
、
神
職
と

巫
女
、
責
任
役
員
、
相
談
役
が
「
福

豆
」
を
撒
き
ま
し
た
。

　
祭
典
後
、
各
家
庭
に
災
い
な
く
福

が
来
る
よ
う
願
い
、
参
拝
者
に
は

「
福
豆
」
と
、
鶴
亀
の
絵
柄
が
入
っ

た
「
福
飴
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
皇
紀
二
六
七
六
年
二
月
十
一
日
午

前
十
時
よ
り
「
紀
元
節
祭
」
が
行
わ

れ
、
神
武
天
皇
の
建
国
の
偉
業
を
偲

び
、
日
本
の

繁
栄
と
世
界

の
平
和
を
祈

り
ま
し
た
。

　
本
年
も
福

野
松
風
会

（
大
聖
寺
弘

会
長
）
が
建

国
を
祝
い
、

吟
詠
を
奉
納

し
ま
し
た
。

奉
納
曲

【
御
本
社
】

　「
春
風
」
白
居
易

　「
紅
葉
館
に
て
饗
飲
席
上
率
に
賦
す
」

　
　

国
分
青
厓

　「
山
行
同
志
に
示
す
」
草
場
佩
川

　「
春
夜
洛
城
に
笛
で
聞
く
」
李
白

　「
江
南
の
春
」
杜
牧

【
功
霊
殿
】

　「
新
正
口
号
」
武
田
信
玄

　「
寒
梅
」
新
島
襄

　
二
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
「
祈

年
祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者

約
四
十
名
と
共
に
、
一
年
の
五
穀
豊

穣
と
産
業
発
展
を
祈
り
、
国
家
の
安

泰
を
願
い
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
の

奉
納
に
続
き
、
井
波
松
風
会
（
斎
藤

彰
岳
会
長
）
の
吟
詠
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

奉
納
曲

「
立
山
を
望
む
」
国
分
青
厓

「
勧
学
」
陶
潜
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白

　「
江
南
の
春
」
杜
牧

【
功
霊
殿
】

　「
新
正
口
号
」
武
田
信
玄

　「
寒
梅
」
新
島
襄

　
二
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
「
祈

年
祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者

約
四
十
名
と
共
に
、
一
年
の
五
穀
豊

穣
と
産
業
発
展
を
祈
り
、
国
家
の
安

泰
を
願
い
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
の

奉
納
に
続
き
、
井
波
松
風
会
（
斎
藤

彰
岳
会
長
）
の
吟
詠
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

奉
納
曲

「
立
山
を
望
む
」
国
分
青
厓

「
勧
学
」
陶
潜
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加
越
能
鉄
道
㈱
加
越
線
は
、
富
山

県
西
部
の
小
矢
部
市
石
動
〜
砺
波
市

庄
川
町
青
島
間
を
結
ん
で
い
た
鉄
道

で
す
。

　
大
正
四
年
に
開
業
し
、
昭
和
四
十

七
年
に
廃
業
に
な
る
ま
で
社
名
を
変

え
な
が
ら
も
約
半
世
紀
の
間
、
当
地

方
の
主
要
な
交
通
機
関
で
し
た
。
当

神
社
前
に
も
高
瀬
神
社
駅
が
設
け
ら

れ
、
初
詣
で
は
大
勢
の
参
拝
者
の
足

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
が
進
む

に
つ
れ
て
経
営
が
悪
化
し
、
昭
和
四

十
五
年
廃
線
が
通
告
さ
れ
ま
す
。
対

し
て
沿
線
地
域
の
関
係
者
は
、
加
越

線
廃
止
反
対
運
動
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十
七
年
に
廃
線
と
な
り

ま
し
た
。（
権
禰
宜
　
魚
岸
一
弥
記
）

　
現
在
の
砺
波
市
青
島
町
を
起
点
と

し
、
あ
い
の
風
鉄
道
「
石
動
駅
」
迄

の
延
長
、
一
九
・
五
㎞
が
開
通
し
た

の
は
、
大
正
十
一
年
七
月
、
廃
線
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
七
年
九
月

で
す
。

　
私
は
、
終
戦
の
年
の
昭
和
二
十
年

八
月
、
海
軍
予
科
練
か
ら
家
に
帰

り
、
出
生
地
の
北
山
田
の
村
役
場
に

就
職
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
従
い
、

在
郷
の
日
本
刀
・
剣
銃
・
ピ
ス
ト
ル

や
日
本
書
紀
・
古
事
記
等
収
容
す

る
、
敗
戦
日
本
の
残
務
整
理
を
行
っ

て
居
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
末
、
父

や
当
時
の
加
越
線
所
長
の
塚
本
佐
一

郎
さ
ん
（
当
時
村
議
、
副
議
長
）
の

進
言
や
、
恩
師
の
富
山
県
立
福
野
農

学
校
校
長
石
黑
大
俊
先
生
の
励
ま
し

を
受
け
、
当
時
の
富
山
地
方
鉄
道
、

加
越
線
青
島
機
関
区
に
再
就
職
し
ま

し
た
。
職
場
に
は
、
満
鉄
、
北
鉄
、

海
軍
、
陸
軍
、
ビ
ル
マ
戦
線
等
よ
り

復
員
さ
れ
、
復
職
さ
れ
た
方
が
十
一

名
も
居
ら
れ
ま
し
た
。
最
も
強
く
胸

を
打
っ
た
の
は
、
前
機
関
区
長
、
湊

さ
ん
が
戦
死
さ
れ
、
遺
骨
と
な
っ
て

奥
さ
ん
の
も
と
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た

時
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
は
、

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
切

な
夫
の
死
、
今
後
の
生
活
費
、
更
に

は
現
在
生
活
し
て
い
る
区
長
社
宅
も

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
三
重

の
苦
し
み
で
す
。
当
時
の
機
関
区
長

の
砂
田
武
雄
さ
ん
は
非
常
に
奥
床
し

き
方
で
、
自
身
は
福
野
の
自
宅
よ
り

通
勤
さ
れ
、
五
年
余
り
湊
さ
ん
の
子

供
さ
ん
が
成
人
就
職
さ
れ
る
迄
、
区

長
社
宅
を
譲
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

　
機
関
区
に
就
職
し
た
私
の
仕
事

は
、
事
務
一
般
と
資
材
係
の
兼
務
で

し
た
。
私
は
給
水
・
給
炭
・
機
関
車

の
煙
突
掃
除
・
炭
殻
整
理
・
車
輌
の

修
繕
助
手
・
機
関
助
手
、
運
転
手
見

習
、
蒸
気
機
関
車
蒸
気
洩
の
修
理
や

内
燃
機
関
の
分
解
整
備
等
も
教
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
運
転
手
と
話
し
合
っ

て
ダ
イ
ヤ
の
編
成
も
行
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
加
越
線
の
状
況
を
申
し
上

げ
ま
す
と
一
番
困
っ
た
の
が
燃
料
で

し
た
。

　
加
越
線
の
動
力
は
、
一
つ
め
は
内

燃
機
関
、
二
つ
め
は
蒸
気
機
関
で

す
。
当
時
は
日
本
国
内
に
ガ
ソ
リ
ン

が
無
く
非
常
に
痛
手
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ガ
ソ
リ
ン
の
代
り
に
木
炭

ガ
ス
を
使
用
し
ま
し
た
。
木
炭
車
の

事
を
私
達
は
代
燃
車
と
呼
び
ま
し

た
。
購
入
し
て
戴
い
た
木
炭
は
、
湿

気
が
多
く
、
朝
、
着
火
し
に
く
い
の

で
す
。

　
運
転
手
は
朝
早
く
か
ら
起
き
、
各

自
車
輌
の
発
生
炉
に
木
炭
を
投
げ
込

み
、
ガ
ス
発
生
炉
の
風
車
を
手
で
廻

す
の
で
す
が
、
早
く
て
二
十
分
位
、

ど
う
か
す
れ
ば
三
十
分
位
、
火
が
ガ

ス
発
生
炉
に
廻
ら
な
い
の
で
す
。
青

島
町
の
朝
は
庄
川
嵐
の
為
、
特
に
寒

く
発
生
迄
乗
務
員
は
大
変
で
し
た
。

そ
こ
で
私
は
木
炭
を
入
れ
終
え
た
後

に
空
に
な
っ
た
俵
を
切
っ
て
発
生
炉

に
入
れ
て
み
た
の
で
す
。
木
炭
の
間

に
俵
が
入
っ
た
の
で
着
火
が
良
く
な

り
、
女
性
の
車
掌
さ
ん
に
喜
ば
れ
ま

し
た
が
、
空
の
俵
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
何
俵
使
用
し
た
か
解
ら

な
い
と
言
わ
れ
、
木
炭
入
庫
の
際
に

私
が
立
合
い
番
号
札
を
つ
け
て
私
の

所
で
管
理
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

（
こ
の
木
炭
倉
庫
の
整
備
が
大
変
で

臨
時
人
夫
長
井
外
吉
さ
ん
外
二
名
で

二
日
間
か
か
り
ま
し
た
）。

　
二
つ
め
の
蒸
気
機
関
用
燃
料
の
石

炭
は
数
が
少
な
く
配
給
制
で
し
た
。

　
私
と
営
業
所
の
水
口
さ
ん
と
大
浦

さ
ん
は
、
週
に
一
度
、
富
山
県
庁
商

工
課
に
行
き
、
必
要
資
材
の
油
類
、

石
炭
等
の
配
給
伝
票
を
も
ら
い
ま
し

た
。
水
口
さ
ん
や
大
浦
さ
ん
は
、
伏

木
港
に
向
い
、
私
は
配
給
の
オ
イ
ル

や
、
車
輌
の
修
繕
資
材
、
石
綿
等
を

受
け
取
る
た
め
南
富
山
倉
庫
に
行
き

ま
し
た
。
潤
滑
油
、
機
械
油
等
を
一

斗
缶
二
本
で
受
け
取
り
、
北
陸
線
に

乗
り
ま
す
と
、
油
の
匂
い
が
充
満
し

満
員
の
乗
客
か
ら
何
回
も
嫌
味
を
言

わ
れ
ま
し
た
。

　
状
況
を
見
て
お
ら
れ
た
国
鉄
の
車

掌
さ
ん
は
、
親
切
に
緩
急
車
（
列
車

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め
の
装
置

が
取
り
付
け
ら
れ
た
車
輌
）
に
乗
る

よ
う
に
手
配
し
て
下
さ
り
、
昭
和
二

十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
約
五
年

間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
石
炭
は
伏
木
港
か
ら
無
蓋

車
（
屋
根
の
な
い
貨
車
）
で
青
島
駅

に
運
ば
れ
ま
す
が
、
当
時
、
良
質
の

石
灰
が
少
な
く
、
主
と
な
る
も
の
は

三
級
石
炭
、
亜
炭
で
し
た
。
亜
炭
は

火
力
が
弱
い
の
で
す
。
亜
炭
の
中
に

乾
草
（
牧
草
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）

の
よ
う
な
物
が
多
く
含
ま
れ
、
直
ぐ

燃
え
る
し
、
火
が
煙
突
よ
り
吹
き
出

す
の
で
す
。
風
の
有
る
日
は
特
に
火

の
粉
が
下
手
に
飛
び
、
非
常
に
危
険

で
し
た
。
私
達
は
悪
質
の
亜
炭
と
、

少
し
良
質
の
石
炭
を
混
合
し
た
り
、

濡
れ
た
木
材
と
併
用
し
た
り
、
機
関

車
の
煙
突
に
は
、
金
網
を
掛
け
た
り

し
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
会
社
上
層

部
も
真
剣
に
な
り
、
当
時
の
営
業
部

長
の
清
水
さ
ん
が
、
加
越
線
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
に
非
常
に
力
を
尽
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
代
燃
車
キ
ハ
一
、
二
、
三

号
車
に
、
イ
ス
ズ
ト
ラ
ッ
ク
の
三
十

馬
力
エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
ら
れ
な
い

か
、
私
に
調
査
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
の
で
、
当
時
、
地
鉄
稲
荷
町
バ
ス

営
業
所
に
あ
っ
た
イ
ス
ズ
エ
ン
ジ
ン

を
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
。
一
部
部
品

の
取
替
で
取
付
が
可
能
で
あ
る
事
が

解
っ
た
の
で
、
図
面
を
書
き
、
必
要

経
費
を
算
出
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

清
水
部
長
は
非
常
に
喜
び
、
早
速
キ

ハ
三
号
車
に
取
り
つ
け
る
よ
う
指
示

さ
れ
、
私
は
当
時
、
元
海
軍
機
関
兵

の
辻
田
政
信
さ
ん
と
二
人
で
エ
ン
ジ

ン
を
受
取
り
、
青
島
町
機
関
区
に
於

い
て
作
業
を
行
い
、
つ
い
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
車
輌
改
造
の

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
に
キ
ハ
一
、
二
号
車
の
エ
ン
ジ

ン
取
替
作
業
を
進
め
る
に
伴
い
、
清

水
部
長
の
信
頼
を
受
け
、
指
示
に
よ

り
キ
ハ
十
一
号
車
（
後
に
キ
ハ
七
七

五
一
に
変
更
）
に
当
時
、
日
本
で
最

も
進
ん
で
い
た
日
野
Ｄ
Ａ
五
四
型
の

エ
ン
ジ
ン
取
付
に
成
功
し
ま
し
た

（
出
力
が
七
七
馬
力
と
強
い
の
で
す

が
当
初
エ
ン
ジ
ン
の
高
さ
が
高
く
取

り
付
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
）。

　
ま
た
清
水
部
長
は
蒸
汽
機
関
車
を

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
入
替
え
た
い

の
で
、
一
度
、
大
阪
の
汽
車
会
社
を

見
て
、
エ
ン
ジ
ン
や
機
関
車
の
構
造

を
検
討
し
て
来
た
ら
ど
う
か
と
指
示

を
下
さ
れ
、
私
に
当
時
の
汽
車
会
社

製
造
副
部
長
阪
野
幸
太
郎
さ
ん
の
名

刺
を
下
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
運
転
手

の
、
四
塚
為
雄
さ
ん
、
年
代
孝
信
さ

ん
、
和
世
榮
三
さ
ん
の
三
氏
と
大
阪

の
汽
車
会
社
を
訪
れ
、
阪
野
副
部
長

の
案
内
で
、
製
作
現
場
や
当
時
国
鉄

が
開
発
を
進
め
て
い
た
振
興
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
振
興
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は

そ
の
後
、
国
鉄
気
動
車
の
主
力
機
関

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
阪
の
汽
車
会
社
か
ら
帰
っ
て
清

水
部
長
に
報
告
し
、
い
よ
い
よ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
の
時
代
が
来
る
と
強

く
意
識
し
、
職
務
に
真
剣
に
取
組
む

中
、
大
変
な
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
後
に
富
山
一
区
代
議
と
な
ら
れ
る

地
鉄
社
長
の
佐
伯
宗
義
さ
ん
が
、
昭

和
二
十
五
年
十
月
に
加
越
線
を
切
り

放
し
て
、
加
越
鉄
道
と
い
う
子
会
社

に
す
る
と
い
う
の
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

加
越
線
に
つ
い
て

高
瀬
村
と
加
越
線

元
加
越
能
鉄
道
社
員
　

岩 

倉 

善 

三

　
県
西
部
の
発
展
に
寄
与
し
た
加
越

線
は
実
働
五
十
年
二
ヶ
月
で
そ
の
使

命
を
終
え
た
の
で
す
。

　
高
瀬
村
の
交
通
手
段
は
加
越
線
以

外
に
無
く
、
毎
日
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
、
買
物
、
髙
瀬
神
社
へ
の
初

詣
、
瑞
泉
寺
の
太
子
伝
会
、
夏
の
海

水
浴
、
福
野
の
夜
高
祭
等
満
員
の
利

用
客
の
姿
を
忘
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
誠
に
失
礼
な
視
点
で
す
が
、
現
在

で
も
、
富
山
、
高
岡
よ
り
も
金
沢
に

重
点
を
置
い
て
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
く
居
ら
れ
ま
す
。
昭
和
二

十
年
当
時
も
加
越
線
の
使
命
は
如
何

に
速
く
、
安
全
に
、
青
島
、
井
波
、

城
端
、
福
光
、
福
野
、
津
沢
の
方
々

を
金
沢
に
運
ぶ
か
に
掛
か
っ
て
居
り

ま
し
た
。

　
私
達
は
、
利
用
者
の
皆
様
の
要
望

に
い
か
に
応
え
る
か
、
毎
日
真
剣
に

創
意
工
夫
し
、
車
輌
の
改
良
整
備
、

運
転
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
冬
期
間
の
除
雪
に
は
苦
労
し
ま

し
た
。
三
八
、
四
二
豪
雪
等
、
雪
と

の
戦
い
は
今
日
で
も
夢
に
出
て
来
ま

す
。
ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
加

越
線
廃
止
の
年
、
今
は
亡
き
妻
が

末
っ
子
を
オ
ン
ブ
し
て
高
瀬
神
社
駅

に
、
終
列
車
迄
毎
日
迎
え
に
来
て
く

れ
て
居
た
事
を
乗
務
員
か
ら
聞
い
た

事
で
す
。

　
　
　
　
　
　 

さ
ん
ぱ
ち

昭
和
十
六
年

　髙
瀬
神
社
初
詣
臨
時
列
車
の
様
子
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加
越
能
鉄
道
㈱
加
越
線
は
、
富
山

県
西
部
の
小
矢
部
市
石
動
〜
砺
波
市

庄
川
町
青
島
間
を
結
ん
で
い
た
鉄
道

で
す
。

　
大
正
四
年
に
開
業
し
、
昭
和
四
十

七
年
に
廃
業
に
な
る
ま
で
社
名
を
変

え
な
が
ら
も
約
半
世
紀
の
間
、
当
地

方
の
主
要
な
交
通
機
関
で
し
た
。
当

神
社
前
に
も
高
瀬
神
社
駅
が
設
け
ら

れ
、
初
詣
で
は
大
勢
の
参
拝
者
の
足

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
が
進
む

に
つ
れ
て
経
営
が
悪
化
し
、
昭
和
四

十
五
年
廃
線
が
通
告
さ
れ
ま
す
。
対

し
て
沿
線
地
域
の
関
係
者
は
、
加
越

線
廃
止
反
対
運
動
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十
七
年
に
廃
線
と
な
り

ま
し
た
。（
権
禰
宜
　
魚
岸
一
弥
記
）

　
現
在
の
砺
波
市
青
島
町
を
起
点
と

し
、
あ
い
の
風
鉄
道
「
石
動
駅
」
迄

の
延
長
、
一
九
・
五
㎞
が
開
通
し
た

の
は
、
大
正
十
一
年
七
月
、
廃
線
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
七
年
九
月

で
す
。

　
私
は
、
終
戦
の
年
の
昭
和
二
十
年

八
月
、
海
軍
予
科
練
か
ら
家
に
帰

り
、
出
生
地
の
北
山
田
の
村
役
場
に

就
職
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
従
い
、

在
郷
の
日
本
刀
・
剣
銃
・
ピ
ス
ト
ル

や
日
本
書
紀
・
古
事
記
等
収
容
す

る
、
敗
戦
日
本
の
残
務
整
理
を
行
っ

て
居
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
末
、
父

や
当
時
の
加
越
線
所
長
の
塚
本
佐
一

郎
さ
ん
（
当
時
村
議
、
副
議
長
）
の

進
言
や
、
恩
師
の
富
山
県
立
福
野
農

学
校
校
長
石
黑
大
俊
先
生
の
励
ま
し

を
受
け
、
当
時
の
富
山
地
方
鉄
道
、

加
越
線
青
島
機
関
区
に
再
就
職
し
ま

し
た
。
職
場
に
は
、
満
鉄
、
北
鉄
、

海
軍
、
陸
軍
、
ビ
ル
マ
戦
線
等
よ
り

復
員
さ
れ
、
復
職
さ
れ
た
方
が
十
一

名
も
居
ら
れ
ま
し
た
。
最
も
強
く
胸

を
打
っ
た
の
は
、
前
機
関
区
長
、
湊

さ
ん
が
戦
死
さ
れ
、
遺
骨
と
な
っ
て

奥
さ
ん
の
も
と
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た

時
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
は
、

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
切

な
夫
の
死
、
今
後
の
生
活
費
、
更
に

は
現
在
生
活
し
て
い
る
区
長
社
宅
も

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
三
重

の
苦
し
み
で
す
。
当
時
の
機
関
区
長

の
砂
田
武
雄
さ
ん
は
非
常
に
奥
床
し

き
方
で
、
自
身
は
福
野
の
自
宅
よ
り

通
勤
さ
れ
、
五
年
余
り
湊
さ
ん
の
子

供
さ
ん
が
成
人
就
職
さ
れ
る
迄
、
区

長
社
宅
を
譲
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

　
機
関
区
に
就
職
し
た
私
の
仕
事

は
、
事
務
一
般
と
資
材
係
の
兼
務
で

し
た
。
私
は
給
水
・
給
炭
・
機
関
車

の
煙
突
掃
除
・
炭
殻
整
理
・
車
輌
の

修
繕
助
手
・
機
関
助
手
、
運
転
手
見

習
、
蒸
気
機
関
車
蒸
気
洩
の
修
理
や

内
燃
機
関
の
分
解
整
備
等
も
教
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
運
転
手
と
話
し
合
っ

て
ダ
イ
ヤ
の
編
成
も
行
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
加
越
線
の
状
況
を
申
し
上

げ
ま
す
と
一
番
困
っ
た
の
が
燃
料
で

し
た
。

　
加
越
線
の
動
力
は
、
一
つ
め
は
内

燃
機
関
、
二
つ
め
は
蒸
気
機
関
で

す
。
当
時
は
日
本
国
内
に
ガ
ソ
リ
ン

が
無
く
非
常
に
痛
手
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ガ
ソ
リ
ン
の
代
り
に
木
炭

ガ
ス
を
使
用
し
ま
し
た
。
木
炭
車
の

事
を
私
達
は
代
燃
車
と
呼
び
ま
し

た
。
購
入
し
て
戴
い
た
木
炭
は
、
湿

気
が
多
く
、
朝
、
着
火
し
に
く
い
の

で
す
。

　
運
転
手
は
朝
早
く
か
ら
起
き
、
各

自
車
輌
の
発
生
炉
に
木
炭
を
投
げ
込

み
、
ガ
ス
発
生
炉
の
風
車
を
手
で
廻

す
の
で
す
が
、
早
く
て
二
十
分
位
、

ど
う
か
す
れ
ば
三
十
分
位
、
火
が
ガ

ス
発
生
炉
に
廻
ら
な
い
の
で
す
。
青

島
町
の
朝
は
庄
川
嵐
の
為
、
特
に
寒

く
発
生
迄
乗
務
員
は
大
変
で
し
た
。

そ
こ
で
私
は
木
炭
を
入
れ
終
え
た
後

に
空
に
な
っ
た
俵
を
切
っ
て
発
生
炉

に
入
れ
て
み
た
の
で
す
。
木
炭
の
間

に
俵
が
入
っ
た
の
で
着
火
が
良
く
な

り
、
女
性
の
車
掌
さ
ん
に
喜
ば
れ
ま

し
た
が
、
空
の
俵
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
何
俵
使
用
し
た
か
解
ら

な
い
と
言
わ
れ
、
木
炭
入
庫
の
際
に

私
が
立
合
い
番
号
札
を
つ
け
て
私
の

所
で
管
理
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

（
こ
の
木
炭
倉
庫
の
整
備
が
大
変
で

臨
時
人
夫
長
井
外
吉
さ
ん
外
二
名
で

二
日
間
か
か
り
ま
し
た
）。

　
二
つ
め
の
蒸
気
機
関
用
燃
料
の
石

炭
は
数
が
少
な
く
配
給
制
で
し
た
。

　
私
と
営
業
所
の
水
口
さ
ん
と
大
浦

さ
ん
は
、
週
に
一
度
、
富
山
県
庁
商

工
課
に
行
き
、
必
要
資
材
の
油
類
、

石
炭
等
の
配
給
伝
票
を
も
ら
い
ま
し

た
。
水
口
さ
ん
や
大
浦
さ
ん
は
、
伏

木
港
に
向
い
、
私
は
配
給
の
オ
イ
ル

や
、
車
輌
の
修
繕
資
材
、
石
綿
等
を

受
け
取
る
た
め
南
富
山
倉
庫
に
行
き

ま
し
た
。
潤
滑
油
、
機
械
油
等
を
一

斗
缶
二
本
で
受
け
取
り
、
北
陸
線
に

乗
り
ま
す
と
、
油
の
匂
い
が
充
満
し

満
員
の
乗
客
か
ら
何
回
も
嫌
味
を
言

わ
れ
ま
し
た
。

　
状
況
を
見
て
お
ら
れ
た
国
鉄
の
車

掌
さ
ん
は
、
親
切
に
緩
急
車
（
列
車

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め
の
装
置

が
取
り
付
け
ら
れ
た
車
輌
）
に
乗
る

よ
う
に
手
配
し
て
下
さ
り
、
昭
和
二

十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
約
五
年

間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
石
炭
は
伏
木
港
か
ら
無
蓋

車
（
屋
根
の
な
い
貨
車
）
で
青
島
駅

に
運
ば
れ
ま
す
が
、
当
時
、
良
質
の

石
灰
が
少
な
く
、
主
と
な
る
も
の
は

三
級
石
炭
、
亜
炭
で
し
た
。
亜
炭
は

火
力
が
弱
い
の
で
す
。
亜
炭
の
中
に

乾
草
（
牧
草
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）

の
よ
う
な
物
が
多
く
含
ま
れ
、
直
ぐ

燃
え
る
し
、
火
が
煙
突
よ
り
吹
き
出

す
の
で
す
。
風
の
有
る
日
は
特
に
火

の
粉
が
下
手
に
飛
び
、
非
常
に
危
険

で
し
た
。
私
達
は
悪
質
の
亜
炭
と
、

少
し
良
質
の
石
炭
を
混
合
し
た
り
、

濡
れ
た
木
材
と
併
用
し
た
り
、
機
関

車
の
煙
突
に
は
、
金
網
を
掛
け
た
り

し
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
会
社
上
層

部
も
真
剣
に
な
り
、
当
時
の
営
業
部

長
の
清
水
さ
ん
が
、
加
越
線
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
に
非
常
に
力
を
尽
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
代
燃
車
キ
ハ
一
、
二
、
三

号
車
に
、
イ
ス
ズ
ト
ラ
ッ
ク
の
三
十

馬
力
エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
ら
れ
な
い

か
、
私
に
調
査
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
の
で
、
当
時
、
地
鉄
稲
荷
町
バ
ス

営
業
所
に
あ
っ
た
イ
ス
ズ
エ
ン
ジ
ン

を
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
。
一
部
部
品

の
取
替
で
取
付
が
可
能
で
あ
る
事
が

解
っ
た
の
で
、
図
面
を
書
き
、
必
要

経
費
を
算
出
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

清
水
部
長
は
非
常
に
喜
び
、
早
速
キ

ハ
三
号
車
に
取
り
つ
け
る
よ
う
指
示

さ
れ
、
私
は
当
時
、
元
海
軍
機
関
兵

の
辻
田
政
信
さ
ん
と
二
人
で
エ
ン
ジ

ン
を
受
取
り
、
青
島
町
機
関
区
に
於

い
て
作
業
を
行
い
、
つ
い
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
車
輌
改
造
の

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
に
キ
ハ
一
、
二
号
車
の
エ
ン
ジ

ン
取
替
作
業
を
進
め
る
に
伴
い
、
清

水
部
長
の
信
頼
を
受
け
、
指
示
に
よ

り
キ
ハ
十
一
号
車
（
後
に
キ
ハ
七
七

五
一
に
変
更
）
に
当
時
、
日
本
で
最

も
進
ん
で
い
た
日
野
Ｄ
Ａ
五
四
型
の

エ
ン
ジ
ン
取
付
に
成
功
し
ま
し
た

（
出
力
が
七
七
馬
力
と
強
い
の
で
す

が
当
初
エ
ン
ジ
ン
の
高
さ
が
高
く
取

り
付
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
）。

　
ま
た
清
水
部
長
は
蒸
汽
機
関
車
を

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
入
替
え
た
い

の
で
、
一
度
、
大
阪
の
汽
車
会
社
を

見
て
、
エ
ン
ジ
ン
や
機
関
車
の
構
造

を
検
討
し
て
来
た
ら
ど
う
か
と
指
示

を
下
さ
れ
、
私
に
当
時
の
汽
車
会
社

製
造
副
部
長
阪
野
幸
太
郎
さ
ん
の
名

刺
を
下
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
運
転
手

の
、
四
塚
為
雄
さ
ん
、
年
代
孝
信
さ

ん
、
和
世
榮
三
さ
ん
の
三
氏
と
大
阪

の
汽
車
会
社
を
訪
れ
、
阪
野
副
部
長

の
案
内
で
、
製
作
現
場
や
当
時
国
鉄

が
開
発
を
進
め
て
い
た
振
興
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
振
興
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は

そ
の
後
、
国
鉄
気
動
車
の
主
力
機
関

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
阪
の
汽
車
会
社
か
ら
帰
っ
て
清

水
部
長
に
報
告
し
、
い
よ
い
よ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
の
時
代
が
来
る
と
強

く
意
識
し
、
職
務
に
真
剣
に
取
組
む

中
、
大
変
な
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
後
に
富
山
一
区
代
議
と
な
ら
れ
る

地
鉄
社
長
の
佐
伯
宗
義
さ
ん
が
、
昭

和
二
十
五
年
十
月
に
加
越
線
を
切
り

放
し
て
、
加
越
鉄
道
と
い
う
子
会
社

に
す
る
と
い
う
の
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

加
越
線
に
つ
い
て

高
瀬
村
と
加
越
線

元
加
越
能
鉄
道
社
員
　

岩 

倉 

善 

三

　
県
西
部
の
発
展
に
寄
与
し
た
加
越

線
は
実
働
五
十
年
二
ヶ
月
で
そ
の
使

命
を
終
え
た
の
で
す
。

　
高
瀬
村
の
交
通
手
段
は
加
越
線
以

外
に
無
く
、
毎
日
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
、
買
物
、
髙
瀬
神
社
へ
の
初

詣
、
瑞
泉
寺
の
太
子
伝
会
、
夏
の
海

水
浴
、
福
野
の
夜
高
祭
等
満
員
の
利

用
客
の
姿
を
忘
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
誠
に
失
礼
な
視
点
で
す
が
、
現
在

で
も
、
富
山
、
高
岡
よ
り
も
金
沢
に

重
点
を
置
い
て
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
く
居
ら
れ
ま
す
。
昭
和
二

十
年
当
時
も
加
越
線
の
使
命
は
如
何

に
速
く
、
安
全
に
、
青
島
、
井
波
、

城
端
、
福
光
、
福
野
、
津
沢
の
方
々

を
金
沢
に
運
ぶ
か
に
掛
か
っ
て
居
り

ま
し
た
。

　
私
達
は
、
利
用
者
の
皆
様
の
要
望

に
い
か
に
応
え
る
か
、
毎
日
真
剣
に

創
意
工
夫
し
、
車
輌
の
改
良
整
備
、

運
転
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
冬
期
間
の
除
雪
に
は
苦
労
し
ま

し
た
。
三
八
、
四
二
豪
雪
等
、
雪
と

の
戦
い
は
今
日
で
も
夢
に
出
て
来
ま

す
。
ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
加

越
線
廃
止
の
年
、
今
は
亡
き
妻
が

末
っ
子
を
オ
ン
ブ
し
て
高
瀬
神
社
駅

に
、
終
列
車
迄
毎
日
迎
え
に
来
て
く

れ
て
居
た
事
を
乗
務
員
か
ら
聞
い
た

事
で
す
。
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今
月
よ
り
「
今
月
の
言
葉
」
と
題
し
ま
し
て
、
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
、
ま
た
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
言
葉
」
を
当
神
社
社
頭
に
お
い
て
配

布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
古
今
東
西
の
先
人
達
が
残
し
た
名
言
や
格
言
は
、
時
代
を
越
え
、
現

代
に
生
き
る
我
々
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

先
人
の
信
念
・
行
動
・
経
験
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
心
に
沁
み
る
言

葉
・
教
訓
と
な
る
言
葉
は
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
、
物
事
の
真
髄
、

普
段
忘
れ
が
ち
で
大
切
な
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
参
り
の
際
に
は
、
社
頭
に
て
手
に
と
っ
て
お
読
み
下
さ
い
。

　
一
月
十
八
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
初

詣
で
賑
う
伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
、

熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
本
宮
大
社
、

熊
野
那
智
大
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　
初
詣
旅
行
期
間
中
は
冬
型
の
気
圧

配
置
が
強
ま
り
、
今
季
最
強
の
寒
波

が
到
来
し
ま
し
た

が
、
伊
勢
・
熊
野

の
地
は
そ
の
影
響

を
受
け
る
事
な

く
、
穏
や
か
な
気

候
の
中
、
参
拝
を

終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
砺
波
市
、
南
砺
市
、
富
山
市
の
堺

に
そ
び
え
、
当
神
社
の
奥
宮
と
し
て

鎮
座
す
る
牛
嶽
（
九
八
七
メ
ー
ト

ル
）
。
二
月
二
十
一
日
、
参
集
殿
に

於
い
て
牛
嶽
を
題
材
に
し
た
講
演

会
、
「
牛
嶽
の
歴
史
と
よ
も
や
ま

話
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
秀
弘
宮
司
が
牛
嶽
の
山
岳
信

仰
な
ど
に
つ
い
て
、
周
辺
の
地
勢
や

伝
承
を
基
に
講
演
し
、
主
催
し
た
砺

波
登
高
会
（
温
井
満
会
長
）
会
員
や

登
山
愛
好
家
七
十
名
が
、
慣
れ
親
し

ん
だ
山
の
歴
史
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
先
人
か
ら
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
和
食
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な

食
文
化
で
す
。
第
二
回
と
な
る
今
回

は
、
お
祝
い
御
膳
に
華
や
か
に
並
ぶ

「
ベ
ッ
コ
ウ
（
え
び
す
、
ゆ
べ

し
）
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ハ
レ
の
日
の
御
膳
に
は
欠
か
せ
な

い
郷
土
の
料
理
。
私
が
子
ど
も
の
頃

は
、
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
て
い
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
あ

ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
そ
の
名
の
通
り
鼈
甲
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ベ
ッ
コ
ウ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
呼
び
名
も
ベ
ッ
コ
ウ

か
ら
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
江
戸
時
代
の
女
性
は
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唯

一
身
に
着
け
た
装
飾
品
が
カ
ン
ザ
シ

で
す
。
鼈
甲
は
そ
の
材
料
に
も
な
り

ま
す
。
今
日
で
も
花
嫁
の
白
無
垢
姿

で
は
、
鼈
甲
の
カ
ン
ザ
シ
が
、
宝
石

の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
高
価
な
鼈
甲
カ
ン
ザ
シ

を
、
庶
民
が
準
備
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
身
近
な

食
材
で
似
せ
て
作
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
・
・
・
。
そ
ん
な
思
い
で
ベ
ッ

コ
ウ
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
と
考
え
る
と
、
先
人
た
ち
の
料
理

に
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。

　
調
理
法
は
シ
ン
プ
ル
で
、
出
汁
に

寒
天
を
溶
か
し
た
も
の
に
砂
糖
と
醤

油
で
味
を
つ
け
、
卵
を
流
し
て
固
め

る
だ
け
で
す
。
お
好
み
で
生
姜
を
効

か
せ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
あ
ふ
れ
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
心

の
込
め
ら
れ
た
料
理
を
大
切
に
し
、

作
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
出
張
料
理 

た
け
や

代
表
　
竹
内 

秀
訪

○
古
代
米
「
御
神
稲
」

　
富
山
市
婦
中
町

　
　
松
田
　
久
男 

殿

　
　
池
田
　
栄
蔵 

殿

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日

○
「
初
穂
米
」

　
南
砺
市
土
生
新

　
　
奥
野
平
喜
知 

殿

　
平
成
二
十
八
年
一
月
四
日

○
拝
殿
「
提
灯
」

　
氏
子

　
　
森
田
　
松
司 

殿

　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

○
境
内
「
初
詣
参
道
用
提
灯
」

　
南
砺
市
本
町

　
　
大
野
洋
傘
提
灯
店

　
　
大
野
　
勇
吉 
殿

　
平
成
二
十
八
年
二
月
七
日

　
石
渡
　
和
貴

　
　
見
習
出
仕
を
命
ず
る

　
井
元
梨
恵
子

　
　
見
習
巫
女
を
命
ず
る

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

初
詣
旅
行

牛
嶽
講
演
会

「
牛
嶽
の
歴
史
と

　
　

 

よ
も
や
ま
話
」

越
中
の
郷
土
料
理
② 

〜
ベ
ッ
コ
ウ（
え
び
す
、ゆ
べ
し
）〜

̶ 

今
月
の
言
葉 

̶

【
表
紙
写
真
】
　一
の
宮
の
桜

辞

　令

　
次
号
で
五
十
号（
記
念
号
）を
迎
え

ま
す
。
今
後
も
よ
り
魅
力
的
な
紙
面

と
な
る
よ
う
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

奉

　納

ご
案
内

戌の日（安産祈願）
4月10・22日
5月 4・16・28日
6月 9・21日
7月 3・15・27日
8月 8・20日
9月 1・13・25日

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

社報バックナンバー　当神社ホームページでご覧頂けます。
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今
月
よ
り
「
今
月
の
言
葉
」
と
題
し
ま
し
て
、
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
、
ま
た
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
言
葉
」
を
当
神
社
社
頭
に
お
い
て
配

布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
古
今
東
西
の
先
人
達
が
残
し
た
名
言
や
格
言
は
、
時
代
を
越
え
、
現

代
に
生
き
る
我
々
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

先
人
の
信
念
・
行
動
・
経
験
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
心
に
沁
み
る
言

葉
・
教
訓
と
な
る
言
葉
は
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
、
物
事
の
真
髄
、

普
段
忘
れ
が
ち
で
大
切
な
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
参
り
の
際
に
は
、
社
頭
に
て
手
に
と
っ
て
お
読
み
下
さ
い
。

　
一
月
十
八
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
初

詣
で
賑
う
伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
、

熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
本
宮
大
社
、

熊
野
那
智
大
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　
初
詣
旅
行
期
間
中
は
冬
型
の
気
圧

配
置
が
強
ま
り
、
今
季
最
強
の
寒
波

が
到
来
し
ま
し
た

が
、
伊
勢
・
熊
野

の
地
は
そ
の
影
響

を
受
け
る
事
な

く
、
穏
や
か
な
気

候
の
中
、
参
拝
を

終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
砺
波
市
、
南
砺
市
、
富
山
市
の
堺

に
そ
び
え
、
当
神
社
の
奥
宮
と
し
て

鎮
座
す
る
牛
嶽
（
九
八
七
メ
ー
ト

ル
）
。
二
月
二
十
一
日
、
参
集
殿
に

於
い
て
牛
嶽
を
題
材
に
し
た
講
演

会
、
「
牛
嶽
の
歴
史
と
よ
も
や
ま

話
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
秀
弘
宮
司
が
牛
嶽
の
山
岳
信

仰
な
ど
に
つ
い
て
、
周
辺
の
地
勢
や

伝
承
を
基
に
講
演
し
、
主
催
し
た
砺

波
登
高
会
（
温
井
満
会
長
）
会
員
や

登
山
愛
好
家
七
十
名
が
、
慣
れ
親
し

ん
だ
山
の
歴
史
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
先
人
か
ら
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
和
食
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な

食
文
化
で
す
。
第
二
回
と
な
る
今
回

は
、
お
祝
い
御
膳
に
華
や
か
に
並
ぶ

「
ベ
ッ
コ
ウ
（
え
び
す
、
ゆ
べ

し
）
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ハ
レ
の
日
の
御
膳
に
は
欠
か
せ
な

い
郷
土
の
料
理
。
私
が
子
ど
も
の
頃

は
、
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
て
い
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
あ

ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
そ
の
名
の
通
り
鼈
甲
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ベ
ッ
コ
ウ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
呼
び
名
も
ベ
ッ
コ
ウ

か
ら
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
江
戸
時
代
の
女
性
は
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唯

一
身
に
着
け
た
装
飾
品
が
カ
ン
ザ
シ

で
す
。
鼈
甲
は
そ
の
材
料
に
も
な
り

ま
す
。
今
日
で
も
花
嫁
の
白
無
垢
姿

で
は
、
鼈
甲
の
カ
ン
ザ
シ
が
、
宝
石

の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
高
価
な
鼈
甲
カ
ン
ザ
シ

を
、
庶
民
が
準
備
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
身
近
な

食
材
で
似
せ
て
作
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
・
・
・
。
そ
ん
な
思
い
で
ベ
ッ

コ
ウ
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
と
考
え
る
と
、
先
人
た
ち
の
料
理

に
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。

　
調
理
法
は
シ
ン
プ
ル
で
、
出
汁
に

寒
天
を
溶
か
し
た
も
の
に
砂
糖
と
醤

油
で
味
を
つ
け
、
卵
を
流
し
て
固
め

る
だ
け
で
す
。
お
好
み
で
生
姜
を
効

か
せ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
あ
ふ
れ
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
心

の
込
め
ら
れ
た
料
理
を
大
切
に
し
、

作
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
出
張
料
理 

た
け
や

代
表
　
竹
内 

秀
訪

○
古
代
米
「
御
神
稲
」

　
富
山
市
婦
中
町

　
　
松
田
　
久
男 

殿

　
　
池
田
　
栄
蔵 

殿

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日

○
「
初
穂
米
」

　
南
砺
市
土
生
新

　
　
奥
野
平
喜
知 

殿

　
平
成
二
十
八
年
一
月
四
日

○
拝
殿
「
提
灯
」

　
氏
子

　
　
森
田
　
松
司 

殿

　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

○
境
内
「
初
詣
参
道
用
提
灯
」

　
南
砺
市
本
町

　
　
大
野
洋
傘
提
灯
店

　
　
大
野
　
勇
吉 

殿

　
平
成
二
十
八
年
二
月
七
日

　
石
渡
　
和
貴

　
　
見
習
出
仕
を
命
ず
る

　
井
元
梨
恵
子

　
　
見
習
巫
女
を
命
ず
る

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

初
詣
旅
行

牛
嶽
講
演
会

「
牛
嶽
の
歴
史
と

　
　

 

よ
も
や
ま
話
」

越
中
の
郷
土
料
理
② 

〜
ベ
ッ
コ
ウ（
え
び
す
、ゆ
べ
し
）〜

̶ 

今
月
の
言
葉 

̶

【
表
紙
写
真
】
　一
の
宮
の
桜

辞

　令

　
次
号
で
五
十
号（
記
念
号
）を
迎
え

ま
す
。
今
後
も
よ
り
魅
力
的
な
紙
面

と
な
る
よ
う
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

奉

　納

ご
案
内
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昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
五
日
、

新
潟
か
ら
当
時
十
三
歳
の
中
学
生

だ
っ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
て
か
ら
、
早
や
三
十
八

年
と
い
う
年
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
平
成
十
四
年
の
日
朝
首
脳
会
談

で
、
北
朝
鮮
が
初
め
て
拉
致
を
認
め

た
際
の
小
泉
訪
朝
に
よ
り
、
同
年
十

月
十
五
日
に
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被

害
者
五
名
の
方
が
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。

　
あ
の
日
、
政
府
専
用
機
の
タ
ラ
ッ

プ
か
ら
蓮
池
薫
さ
ん
、
祐
木
子
さ
ん

夫
妻
と
地
村
保
志
さ
ん
、
富
貴
恵
さ

ん
夫
妻
、
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
の
五
人

が
下
り
て
こ
ら
れ
た
光
景
に
、
重
く

閉
ざ
さ
れ
た
扉
が
や
っ
と
開
か
れ
た

よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
こ
と
を
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
だ
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
時
北
朝
鮮
は
拉
致
を

最
初
か
ら
認
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
何
時
間
に
も
わ
た
る

両
国
の
議
論
が
一
向
に
歩
み
よ
り
な

く
、
昼
休
み
に
控
室
に
戻
っ
た
際
、

安
倍
官
房
副
長
官
（
当
時
）
は
、
控

室
が
盗
聴
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
意

識
し
て
、
「
金
正
日
委
員
長
が
拉
致

に
対
す
る
国
家
的
関
与
を
認
め
、
謝

罪
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
壌
宣

言
へ
の
署
名
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
帰

り
ま
し
ょ
う
」
と
発
言
し
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
北
朝
鮮
が
拉
致
を
認

め
、
五
人
の
帰
国
へ
と
結
び
つ
い
た

の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
御
家
族
が
帰
国
さ
れ
、

そ
の
他
の
拉
致
被
害
者
の
帰
国
も

次
々
に
実
現
す
る
と
誰
も
が
期
待
を

し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皇
后
陛
下
は
、
平
成
十
四
年
に
五

名
の
拉
致
被
害
者
が
帰
国
さ
れ
た
年

の
会
見
で
「
一
連
の
拉
致
事
件
に
関

し
、
初
め
て
真
相
の
一
部
が
報
道
さ

れ
、
驚
き
と
悲
し
み
と
共
に
、
無
念

さ
を
覚
え
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
皆

が
、
自
分
た
ち
共
同
社
会
の
出
来
事

と
し
て
、
こ
の
人
々
の
不
在
を
も
っ

と
強
く
意
識
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
と
の
思
い
を
消
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
帰
国
者
と

家
族
と
の
再
会
の
喜
び
を
思
う
に
つ

け
、
今
回
帰
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
人
々
の
家
族
の
気
持
ち
は
察
す
る

に
余
り
あ
り
、
そ
の
一
入
の
淋
し
さ

を
思
い
ま
す
」
と
仰
い
ま
し
た
。

　
帰
国
さ
れ
た
際
に
曽
我
ひ
と
み
さ

ん
は
「
北
朝
鮮
と
日
本
は
、
飛
行
機

で
行
け
ば
た
っ
た
の
二
時
間
足
ら
ず

で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
け
ど

私
は
、
二
十
四
年
間
助
け
を
求
め

て
、
毎
日
、
毎
日
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
、
私
の
母
を
は
じ
め
拉
致

被
害
者
の
方
々
は
、
あ
の
北
朝
鮮
で

月
を
見
な
が
ら
、
星
を
見
な
が
ら

「
い
つ
に
な
っ
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ら
、
誰
か
が
迎
え

に
来
て
く
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る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
つ

も
思
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な
が
ら
待
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て
い
る
と
思
い

ま
す
・
・
」
と
お
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し
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れ
ま
し
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。
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の
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で
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ボ
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は
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（
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に
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、
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者

ご
家
族
が
空
を
見
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て
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を
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る
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と
を
意
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て
い
ま
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。
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。
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。
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月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

日 

時
　
六
月
三
十
日（
木
）
午
後
三
時
よ
り

お

　な

　ま

　え

生

年

月

日

「
平
成
二
十
八
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

な

　ご
し

　
　お
お
は
ら
え

　「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半
年
に
一
度

祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く
半
年
も
健
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移
し
、

特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、

心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る

た
め
の
大
切
な
神
事
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

ひ
と
が
た

第
十
七
回  

人
形
感
謝
祭
の
ご
案
内

に
ん
ぎ
ょ
う
か
ん  

し
ゃ  

さ
い

第
十
六
回 

人
形
展
〜
一
期
一
会
〜

　七
月
十
六
日
（
土
）
〜
十
八
日
（
祝
）
開
催

　
　
　﹇ 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

﹈
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二
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撮影：南部スタジオ
平成 28 年 4月1日

玉砂利を踏みしめ進む ～参進の儀～
たまじゃり

只 今 
秋・冬の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

高瀬神社 検索

おもてなしバンケットホール

境内には清浄さを保つため、きれいな石「玉砂利」が
敷きつめられています。
清浄な石を踏みしめ進むことによって、身を清め、
心を鎮めて気持ちを整えながら参進します。

巫女の先導による～参進の儀～

お二人の幸せにむかって、参進から結婚式がはじまります。

一日一組限定の


